
令和６年度後期（10⽉∼3⽉）

講師：渡邉 信隆
⽇時：11⽉1⽇、8⽇、15⽇、22⽇ ⾦曜⽇ 18：30〜20：00（全4回）
会場：北海道教育⼤学函館校講義室、オンライン
定員：15名
対象：基本的には現職教員の⽅を対象としていますが、教育に関⼼をもっている⼤学院⽣の⽅または学⽣の⽅も歓
迎いたします。
受講料：2,000円
講座詳細：「⼦どもをみる⽬」は、教師によってなぜ、異なるのか？経験を積めば、⼦どもをよく「みれる」ように
なるのか？本講座では、認知的側⾯から教師の⼦ども理解について考える。また、「省察」という⾔葉もよく使われ
るが、この「省察」と教師の職能成⻑との関連についても検討する。
申込期間：9⽉1⽇（⽇）〜10⽉17⽇（⽊）

現職教員等公開講座
GH-01 ⼩学校英語教育における異⽂化理解とSmall�Talk

講師：⽯森 広美
⽇時：10⽉5⽇ ⼟曜⽇ 9：00〜16：00（12時00〜13時00はお昼休み）（全1回）
会場：北海道教育⼤学函館校講義室
定員：15名
対象：⼩学校英語教育に携わる⽅、異⽂化理解に関⼼のある⽅
受講料：2,000円
講座詳細：⼩学校5，6年⽣の英語の教科書には異⽂化理解がどのように扱われているのかを概観した上で、授業の
中でどのように取り上げることができるかを考えます。Small�Talkや⾔語活動の⼯夫の仕⽅についても提⽰します。
申込期間：8⽉26⽇（⽉）〜9⽉21⽇（⼟）
注意事項：5，6年⽣の英語の教科書（NHE)をお持ちください。
     （4名以下である場合、時間設定の変更の可能性があります）

⼩学校英語教育においてどのように異⽂化理解教育をすすめたらよいか、教科書を基に具体的に考え
ていきます。Small�Talk�や⾔語活動のポイントも説明します。

函館校

GH-02 教師の⼦どもをみる⽬とは？
�―学級経営に活かす教師の⼦ども理解の⽅法―

⼦どもをみる⽬は、教師によってなぜ、異なるのか？教師の⼦ども理解と教師の成⻑について考える。

函館校


